
1

化審法セミナー＠Web
（令和4年2⽉15⽇）

OECD 試験法に係る最近の動向について

国⽴環境研究所 環境リスク・健康領域

⼭本 裕史
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簡単な自己紹介

• 専門は生態毒性学、環境化学、環境工学
•現職は国立環境研究所、環境リスク・健康領域副領
域長・生態毒性研究室長
（http://www.nies.go.jp/index-j.html）
•東京大学大学院新領域創成科学研究科自然環境学
専攻客員教授

•環境省の化審法、農取法、
内分泌かく乱、医薬品による
環境汚染、土壌汚染、海洋
プラスチックごみ等の約30の
委員を担当

http://www.nies.go.jp/index-j.html


3

長引くCOVID-19の影響

•OECDの試験法関係の会議も軒並みWeb 
(Zoom等）での開催
•欧州での10-17時程度の開催が多く、米
国では早朝、日本では深夜のことが多い
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• 化学品の試験のためのOECDテストガイドライン
（テストガイドラインの開発ならびに試験方法
の検証の円滑化及び調和化を含む）

• 試験の諸問題に関するガイダンス文書
• 特定の有害性領域の先端科学に関する詳細レ
ビュー文書

に関する作業の指揮・監督をおこなう。

WNT: Working Group of National Co-ordinators of the TGs programme

OECDテストガイドライン作業グループ

WNT-33は2021年4月20～23日に開催
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OECD WNT33の主要議題(1)

Item 4: 新規試験法や試験法改訂の提案書（SPSF）の承認

各国のSPSFの採否を審議

⽇本から提案した、OECD TG201（藻類⽣⻑阻害試験法）
の改訂プロジェクト案が承認された



6

OECD WNT33の主要議題(2)

Item 7: フランスからの提案のミツバチの帰巣⾏動に
関する試験法

ガイダンス⽂書として
承認された。

削除
（ミツバチの主な
帰巣⾏動の実例）
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削除
（試験系模式図）

OECD WNT33の主要議題(3)

Item 8: ノルウェー・スイスからの提
案のニジマスのエラ細胞株RTgill-W1
を⽤いた急性毒性試験

スイス連邦⽔科学技術研究所
（Eawag)のKristin Schirmer教授ら
が開発した⼿法

https://www.eawag.ch/en/news-agenda/news-
portal/news-detail/eawag-test-with-fish-cells-
replaces-animal-experiments/
https://www.eawag.ch/en/news-agenda/news-
portal/news-detail/eawag-test-with-fish-cells-
replaces-animal-experiments/

https://www.eawag.ch/en/news-agenda/news-portal/news-detail/eawag-test-with-fish-cells-replaces-animal-experiments/
https://www.eawag.ch/en/news-agenda/news-portal/news-detail/eawag-test-with-fish-cells-replaces-animal-experiments/
https://www.eawag.ch/en/news-agenda/news-portal/news-detail/eawag-test-with-fish-cells-replaces-animal-experiments/
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OECD WNT33の主要議題(4)

OECD TG249として承認 エラ細胞株の利⽤では、全⾝毒性物質、
伝達化学物質などの評価は不可能である
ことに注意が必要

９⽉にはWebinarが開催

YouTubeに動画は公開
https://www.youtube.com/watch?v
=DteBMHHNEYI
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削除
（試験系模式図）

OECD WNT33の主要議題(5)

２⽇⽬ Item 9: フランスからの
提案のアロマターゼ・GFP遺伝
⼦導⼊ゼブラフィッシュの胚を
⽤いたエストロゲン様⽤物質の
検出試験法(EASZY)
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OECD WNT33の主要議題(6)

OECD TG250として承認 内分泌かく乱化学物質の検出試験法とし
て、利⽤される
→ほかにも、遺伝⼦導⼊メダカを⽤いた
RADAR（抗アンドロゲン作⽤）、
REACTIV（エストロゲン・アンドロゲン
作⽤）も提案中
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WNT傘下の組織
• VMG-eco（生態毒性試験バリデーション管理グ
ループ）において、200シリーズ関連の専門家
会合を開催し、バリデーションを実施

• ほかにVMG-NA（非動物試験バリデーション管
理グループ）など

16th VMG-ecoは2021年10月20～21日にWebで開催、
日本からは内分泌かく乱関係の試験法のバリデーション結果
ほか、①鳥類卵内投与試験の進捗報告、②TG203改訂に伴う
メダカの診断症状、③ヨコエビ試験法提案、 ④TG201の改
訂に向けた提案等の情報提供を発表
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VMG-ecoの概要(1)
Item 1のアジェンダ案の承認、
Item 2の事務局からの連絡事項の後、
Item 3ではTG210のSolvent Controlプロジェクト
（ICAPO)の紹介

⽇本からも環境省のメダカ4データを提供
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VMG-ecoの概要(2)
Item 4の各国の活動（この先TGに提案されそうな内容）の紹
介部分で、⽇本の活動として、⿃類卵内試験の進捗状況を国
⽴環境研究所から紹介
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VMG-ecoの概要(3)
Item 5: ⿂（主にゼブラフィッシュのTG234）をつかった甲状
腺ホルモン作⽤物質の検出に関するプロジェクト

デンマークなどからの発表

Knappen et al. (2020) Environ Sci Technol, 54, 
8491-8499.

浮袋の発達や眼球など、ゼブラフィッ
シュの表現型と甲状腺ホルモンとの間の
関係を解明し、既存のTG234の改良によ
り甲状腺ホルモンかく乱物質を検出する
エンドポイントを確⽴したり、AOPを確
⽴したりする欧州のプロジェクトERGO

https://ergo-
project.eu/
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VMG-ecoの概要(4)
Item 6: HYBIT（ヨコエビを⽤いたBCF)のプロジェクト紹介

フランス・ドイツからの提案で、欧州CEFIC/LRIなどの
Fundingで進む

Schlechtriem et al. (2019) Environ Sci Pollut Res, 26, 
1628-1641  
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VMG-ecoの概要(5)
Item 7: ChoriogeninHを導⼊したメダカの胚を⽤いた
試験(REACTIV)

フランス・Watchfrog社の提案

国⽴環境研究所でValidation試験を実施
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Watchfrog社HPより
(https://www.watchfrog.fr/en/test_oestrogenique.php)
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VMG-ecoの概要(6)

Item8: WNT(2021年4⽉）で採択された藻類TG201改訂
プロジェクトについて、国⽴環境研究所から紹介
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VMG-ecoの概要(7)

Item9: ⽇本からのミジンコ幼若ホルモンJHのスクリーニ
ング試験のTG提案の進捗報告

主にノンケミカルストレスの結果を発表
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VMG-ecoの概要(8)
Item 10: ２⽇⽬の最初は国⽴環境研究所から、幼若メ
ダカ抗アンドロゲン検出試験（JMASA)の進捗報告

• Juvenile Medaka Anti-androgen Screening Assay (JMASA) 
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VMG-ecoの概要(9)

Item 11: REACTIVと同じWatchFrog社によるRADARアッ
セイの検証結果

イトヨのオス特有のスピギンタンパクの遺伝⼦を導⼊した
メダカ胚の試験

（抗）男性ホルモン作⽤物質の検出に利⽤

検証レポートやTGに関する専⾨家コメントへの対応案に
関して議論
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Watchfrog社HPより
(https://www.watchfrog.fr/en/test_androgenique.php)
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VMG-ecoの概要(10)

Item12: MEOGRT試験のゼブラフィッシュ版、
ZEOGRT（ゼブラフィッシュ拡張⼀世代繁殖毒性試
験）

性⽐の偏りが課題であるほか、検証実施機関を募集



32

VMG-ecoの概要(11)

Item 13: 新規プロジェクト提案について

1つ⽬として、国⽴環境研究所から、ヨコエビを⽤いた新規
の底質試験法提案について説明
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2021年11⽉にSPSF
を提出
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VMG-ecoの概要(12)

Item 13: 新規プロジェクト提案について

2つ⽬として、国⽴環境研究所から、MEOGRTの統計部
分などの改訂案について説明

（USEPAのガイドラインとOECD TG240との整合性を取
るための提案）
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2021年11⽉にSPSF
を提出
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VMG-ecoの概要(13)

Item 14: OECDのTGを最新化するための⾒直しに関する
意⾒聴取

Item 13: 新規プロジェクト提案について

3つ⽬として、ドイツから、ユスリカ毒性試験の改訂案
についての検討

試験濃度測定の義務化、マスバランスや統計などの改訂
案
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OECD WNT34が4⽉開催予定

ヨコエビ試験法、MEOGRT改訂の２件の
SPSFの承認に努める
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平衡分配法

底生生物に対する曝露経路と生物利用性を考
慮した包括的な底質リスク評価手法の構築

底⽣⽣物を⽤いた
底質-⽔曝露による有

害化学物質の
毒性評価

底質中有害化学
物質の分配挙動と
⽣物利⽤性の評価

平衡分配法の最適化と
包括的な底質リスク評価⼿法

の構築

国⽴環境研究所

サブテーマ１ サブテーマ２

サブテーマ３

東京⼤学・国⽴環境研
究所

国⽴環境研究所暫定リスク
評価

試験対象化
学物質

平衡分配式
の補正

底質毒性試験中
の分配・挙動

パッシブサンプリ
ング⼿法⽣物利⽤性

と毒性

PNECおよび
PECの換算

⽔曝露と
底質-⽔曝露

底質
毒性
試験

化学
分析

評価
体系

上層⽔

底質粒⼦
間隙⽔

PNEC底質=Kd・PNEC⽔

底質/⽔分配係数

⽔⽣⽣物の予測毒性値

𝑪𝐟𝐫𝐞𝐞 =
𝑪$%&'
𝑲$%&'/𝐰

Kpw︓シリコン/⽔
分配係数

環境省環境研究総合推進費(H31-R3)
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水生生物分譲業務について

https://www.nies.go.jp/kenkyu/yusyo/suisei/index.html

化審法対象の試験生物種の販売

実験水生生物の有償分譲の対象種・系統

① ② ③

④

⑤
⑥⑦

⑧

⑨

⑪

⑩

①セスジユスリカ Chironomus yoshimatsui
②ヨコエビ Hyalella azteca
③オオミジンコ Daphnia  magna
④タマミジンコ Moina macrocopa
⑤ニセネコゼミジンコ Ceriodaphnia dubia

⑥ヌカエビ
Paratya compressa
improvisa

⑦ヒメダカ Orizias latipes
⑧ゼブラ Danio  rerio

⑨
ファッドヘッドミ
ノー

Pimephales promelas

⑩アカルチア Acartia tonsa
⑪アミ Americamysis bahia
⑫ミジンコ6種 Daphnia  pulex 他 5種
⑬コウキクサ Lemna minor

⑬


